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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの第一のセットの表
示の配置を変更する装置であって：
　複数のメディアアイテムを同時並列的に表示する複数の表面であって、当該複数の表面
は、それぞれの表面が第一のセットに含まれる任意のメディアアイテムを表示するような
第一の構成を有し、前記メディアアイテムは、画像、ビデオ及び選択された光源の放射の
うちの少なくとも一を含む、複数の表面と；
　複数のユーザ識別ポートであって、各ユーザ識別ポートは少なくとも一つのユーザ識別
子を検出するように構成されている、前記複数のユーザ識別ポートと；
　前記複数のユーザ識別ポート及び前記複数の表面と通信する少なくとも一つのプロセッ
サと；
　を有し、
　前記少なくとも一つのプロセッサは：
　　前記複数のユーザ識別ポートのうちの第一のユーザ識別ポートから第一のユーザ識別
子を受信し；
　　メモリから前記第一のユーザ識別子と関連する第一のユーザプロファイルを読み出し
；
　　前記第一のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットの中
のメディアアイテムのための嗜好ベクトルを計算し；
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　　前記嗜好ベクトルに基づいて、ユーザによって好まれるメディアアイテムが当該ユー
ザを検出したユーザ識別ポートに近い表面に表示されるように、前記第一の構成と異なる
第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットに含まれる任意のメディアアイテムを
表示するように前記複数の表面の各々に対して指示し、それによって、メディアアイテム
の前記第一のセットが表示される表面が変更されることとなる；
　よう構成される、装置。
【請求項２】
　第一の表面は、前記第一の構成で第一のメディアアイテムを表示し、前記第一の表面は
、前記第二の構成で第二のメディアアイテムを表示する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサは、
　　前記第一のユーザプロファイルに関連するユーザが前記第一のセットの中の第二のメ
ディアアイテムより第一のメディアアイテムを好むという、前記第一のユーザプロファイ
ルの中の指標を識別する
　ようさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記複数の表面に第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットを表示するように
指示するよう構成される前記プロセッサは：
　　第一の表面に第一のメディアアイテムを表示するように指示し；
　　第二の表面に前記第一のメディアアイテムを表示するように指示し；
　　第三の表面に前記第一のメディアアイテムを表示するように指示する；
　ようさらに構成され、
　前記第三の表面は前記第二の表面より前記第一のユーザ識別ポートに近くにあり、
　前記第二の表面は前記第一の表面より前記第一のユーザ識別ポートに近くにあり、
　前記嗜好ベクトルは、ユーザが、前記第一の表面、前記第二の表面及び前記第三の表面
に以前に表示されていたメディアアイテムより前記第一のメディアアイテムを好むことを
示す、
　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記プロセッサが前記第一の表面、前記第二の表面及び前記第三の表面に表示を変える
ように指示する速さは、前記ユーザが前記第一の表面、前記第二の表面及び前記第三の表
面に以前に表示されていたメディアアイテムより前記第一のメディアアイテムを好むとい
う、前記嗜好ベクトルの中の指標の強さに対応する、
　請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　複数のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの第一のセットを配置する装置
であって：
　複数のメディアアイテムを同時並列的に表示する複数の表面であって、当該複数の表面
は、それぞれの表面が第一のセットに含まれる任意のメディアアイテムを表示するような
第一の構成を有し、前記メディアアイテムは、画像、ビデオ及び選択された光源の放射の
うちの少なくとも一を含む、複数の表面と；
　複数のユーザ識別ポートであって、前記複数のユーザ識別ポートの各々が少なくとも一
つのユーザ識別子を検出するように構成されており、第一のユーザ識別ポートが第一のユ
ーザ識別子を検出し、第二のユーザ識別ポートが第二のユーザ識別子を検出する、複数の
ユーザ識別ポートと；
　前記複数のユーザ識別ポート及び前記複数の表面と通信する少なくとも一つのプロセッ
サと；
　を有し、
　前記少なくとも一つのプロセッサは：
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　　前記第一のユーザ識別ポートから前記第一のユーザ識別子を受信し、前記第二のユー
ザ識別ポートから前記第二のユーザ識別子を受信し；
　　前記第一のユーザ識別子と関連する第一のユーザプロファイルを読み出し、前記第二
のユーザ識別子と関連する第二のユーザプロファイルを読み出し；
　　前記第一のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットの中
のメディアアイテムのための第一の嗜好ベクトルを計算し、前記第二のユーザプロファイ
ルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットの中のメディアアイテムのための第二
の嗜好ベクトルを計算し；
　　前記第一の嗜好ベクトル及び前記第二の嗜好ベクトルに基づいて、ユーザによって好
まれるメディアアイテムが当該ユーザを検出したユーザ識別ポートに近い表面に表示され
るように、前記第一の構成と異なる第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットに
含まれる任意のメディアアイテムを表示するように前記複数の表面の各々に対して指示し
、それによって、メディアアイテムの前記第一のセットが表示される表面が変更されるこ
ととなる；
　よう構成される、装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは、前記第一のユーザ識別ポートと前記第二のユーザ識別ポートとの間
の第一の表面に、前記第二の構成で第一のメディアアイテムを表示するように指示し、
　前記第一の嗜好ベクトル及び前記第二の嗜好ベクトルは、前記第一のメディアアイテム
に対する嗜好についての指標をそれぞれ含む、
　請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記メディアアイテムのための前記第一の嗜好ベクトル及び前記第二の嗜好ベクトルを
計算するよう構成される前記プロセッサは：
　第一のユーザが前記第一のセットの中の第二のメディアアイテムより第一のメディアア
イテムを好むという前記第一のユーザプロファイルの中の指標と、第二のユーザが前記第
一のセットの中の第四のメディアアイテムより第三のメディアアイテムを好むという前記
第二のユーザプロファイルの中の指標とを識別する
　ようさらに構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記複数の表面に第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットを表示するように
指示するよう構成される前記プロセッサは：
　　第二のメディアアイテムを表示している第一の表面に第一のメディアアイテムを表示
するように指示し；
　　前記第一のメディアアイテムを表示している第二の表面に前記第二のメディアアイテ
ムを表示するように指示し；
　　第四のメディアアイテムを表示している第三の表面に第三のメディアアイテムを表示
するように指示し；
　　前記第三のメディアアイテムを表示している第四の表面に前記第四のメディアアイテ
ムを表示するように指示する；
　ようさらに構成され、
　前記第一の表面は前記第二の表面より前記第一のユーザ識別ポートに近くにあり、
　前記第三の表面は前記第四の表面より前記第二のユーザ識別ポートに近くにある、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて、複数のメディアアイテムを同時並列
的に表示する複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する方
法であって、当該複数の表面は、それぞれの表面が第一のセットに含まれる任意のメディ
アアイテムを表示するような第一の構成を有し、前記メディアアイテムは、画像、ビデオ
及び選択された光源の放射のうちの少なくとも一を含み、当該方法は：
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　プロセッサにおいて、第一のユーザ識別ポートから第一のユーザ識別子を受信する段階
であって、各ユーザ識別ポートは少なくとも一つのユーザ識別子を検出するように構成さ
れている、段階と；
　メモリから前記プロセッサを用いて、前記第一のユーザ識別子と関連する第一のユーザ
プロファイルを読み出す段階と；
　前記第一のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットの中の
メディアアイテムのための第一の嗜好ベクトルを計算する段階と；
　通信装置を用いて、前記複数の表面上の前記メディアアイテムの配置を、前記第一の嗜
好ベクトルに基づいて、ユーザによって好まれるメディアアイテムが当該ユーザを検出し
たユーザ識別ポートに近い表面に表示されるように、前記第一の構成から第二の構成へと
変えるように指示する段階と；
　前記第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットに含まれる任意のメディアアイ
テムを表示するように前記複数の表面の各々に対して指示する段階であって、各表面に対
する前記指示によってメディアアイテムの前記第一のセットが表示される表面が変更され
ることとなる、段階、
　を有する、方法。
【請求項１１】
　前記プロセッサを用いて、前記第一のユーザプロファイルに関連するユーザが前記第一
のセットの中の第二のメディアアイテムより第一のメディアアイテムを好むという、前記
第一のユーザプロファイルの中の指標を識別する段階
　をさらに有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第一のユーザプロファイルに関連するユーザが前記第一のセットの中の第二のメデ
ィアアイテムより第一のメディアアイテムを好むという、前記第一のユーザプロファイル
の中の前記指標は、前記第一のメディアアイテムについての評価と前記第二のメディアア
イテムについての評価の比較を含む、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第一のユーザプロファイルに関連するユーザが前記第一のセットの中の第二のメデ
ィアアイテムより第一のメディアアイテムを好むという、前記第一のユーザプロファイル
の中の指標は、前記第一のメディアアイテムが前記メディアアイテムの評価の高いカテゴ
リに含まれること及び前記第二のメディアアイテムが前記メディアアイテムの前記評価の
高いカテゴリに含まれないことの決定を含む、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プロセッサを用いて、第一のメディアアイテムを表示している第一の表面に、第二
のメディアアイテムを表示するように指示する段階と；
　前記第二のメディアアイテムを表示している第二の表面に、前記第一のメディアアイテ
ムを表示するように指示する段階と；
　をさらに有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムのセットを配置する
装置であって：
　メディアアイテムを生ずるための複数のメディア出力装置であって、当該複数の出力装
置の夫々が、画像、ビデオ、選択された光源の放射及び録音の一部のうちの少なくとも一
を含むメディアアイテムの少なくとも第一のセットを生ずるような第一の構成でメディア
アイテムの前記セットを生じ、複数の表面上において複数のメディアアイテムを同時並列
的に表示する、複数のメディア出力装置と；
　複数のユーザ識別ポートであって、当該複数のユーザ識別ポートのそれぞれは、少なく
とも一つのユーザ識別子を検出するように構成されており、第一のユーザ識別ポートは第
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一のユーザ識別子を検出する、複数のユーザ識別ポートと；
　前記複数のユーザ識別ポート及び前記複数の表面と通信する少なくとも一つのプロセッ
サと；
　を有し、
　前記少なくとも一つのプロセッサは：
　　前記第一のユーザ識別ポートから前記第一のユーザ識別子を受信し、
　　前記第一のユーザ識別子と関連する第一のユーザプロファイルを読み出し、
　　前記第一のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットの中
のメディアアイテムのための第一の嗜好ベクトルを計算し、
　　前記複数の出力装置に、前記第一の嗜好ベクトルに従って、ユーザによって好まれる
メディアアイテムが当該ユーザを検出したユーザ識別ポートに近い表面に表示されるよう
に、前記第一の構成と異なる第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットを生ずる
ように指示し、
　前記第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットに含まれる任意のメディアアイ
テムを表示するように前記複数の表面の各々に対して指示し、各表面に対する前記指示に
よってメディアアイテムの前記第一のセットが表示される表面が変更されることとなる、
　装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサが前記複数の出力装置に第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセ
ットを生ずるように指示する段階は、
　第一のメディアアイテムを表示している第一の表面に、第二のメディアアイテムを表示
するように指示する段階と、
　前記第二のメディアアイテムを表示している第二の表面に、前記第一のメディアアイテ
ムを表示するよう指示する段階と、
　を有する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、
　少なくとも一つの制御可能な照明ネットワークへの複数の調整に基づいて、前記少なく
とも一つの制御可能な照明ネットワークに向けられる制御信号を生成する実行モジュール
を実行する
　ようさらに構成される、請求項１６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メディアアイテムの表示を一般に対象とする。特に、ここで開示されるいく
つかの方法及び装置は、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて、ディスプレイ
のセットに関連するメディアアイテムのセットの配置を変更することに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　ホスピタリティの分野における公共空間は、一般的に、様々な照明と音を用いることに
より、その公共空間の複数のユーザにとって一般的に楽しい雰囲気を示すよう意図される
。画像やビデオのような、様々な視覚的なメディアアイテムは、同様にそのような雰囲気
を作り出すために表示され得る。例えば、写真は、公共空間内の複数の表示面に表示され
得る。選択されたメディアアイテムは、公共空間内で、一般的に楽しい雰囲気を作り出す
ことができるが、一部のユーザは、少なくともこれらのメディアアイテムの一部を好まな
い可能性がある。しかしながら現在は、ある公共空間により示される雰囲気は、一人以上
のユーザの個人の嗜好（好み）に合うよう変更されることは稀である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　公共空間のユーザは、その公共空間の他のユーザと関係を持ちたいと思っている可能性
がある。多くの調査により、ホテル宿泊客は、しばしば他のホテル宿泊客と関係を持ち、
驚き、そして特別であると感じたいと思っていることがわかっている。公共空間内の一般
的に楽しい雰囲気は、他のユーザと関係を持つために、ユーザにとって適切なスタート地
点であり得る。しかし、その雰囲気は、ユーザをあっと言わせたり、特別であると感じさ
せたりすることはできない。したがって、公共空間は、そのユーザの望みをより受け入れ
るよう構成され得る。
【０００４】
　出願人は、公共空間の雰囲気は、そのユーザの望みをより受け入れるよう構成されるこ
とができると考えた。出願人は、特に、公共空間の雰囲気は、その公共空間の中の一人以
上のユーザのプロファイルに基づいて構成されることができると考えた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　したがって、本開示書は、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて、メディア
アイテムのセットの表示の配置を変更するための発明に関する装置及び方法を対象にする
。例えば、公共空間内のメディアアイテムは、まず、いかなるユーザプロファイルからも
独立した構成で複数の表面に表示され得る。しかし、一つ以上の複数の表面に表示される
メディアアイテムは、少なくとも一つのユーザプロファイルに由来する嗜好に基づいて配
置し直されることができる。あるユーザが識別されて、ある公共空間の中に示された後、
あるユーザの近くの表面は、嗜好を示すユーザプロファイルに関連するメディアアイテム
を表示するよう指示される。そのユーザからより遠くの表面は、そのユーザのより近くの
表面で以前に表示されたメディアアイテムを表示させられ得る。したがって、公共空間は
、あるユーザの望みをより受け入れるよう構成されることができる。
【０００６】
　本発明のいくつかの実装及び実施形態に従った装置及び方法により、公共空間のユーザ
は特別であると感じることができる。ある公共空間内で実装されるそのような装置及び方
法は、ユーザをあっと言わせることもできる。その装置及び方法が、複数のユーザプロフ
ァイルに基づいて複数の表面上のメディアアイテムのセットの表示の配置を変更するとき
、本発明を実装する公共空間のユーザは、他のユーザと関係を持つことができる。いずれ
にしても、本発明のいくつかの実施形態に従う装置及び方法により、公共空間を、一人以
上のユーザの嗜好を反映するように変更することができる。
【０００７】
　一般に、一つの実施形態において、本発明は、少なくとも一つのユーザプロファイルに
基づいてメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する装置に関する。前記装
置は、複数のユーザ識別ポート及び複数の表示面を制御する複数の装置と通信する少なく
とも一つのプロセッサを有する。前記ポートと前記表示面は、物理的な空間内に共に配置
される。前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ポートのうちの一つから第一のユーザ
識別子を受信し、メモリから前記第一のユーザ識別子と関連する第一のユーザプロファイ
ルを読み出し、前記第一のユーザプロファイルに基づいて前記メディアアイテムの第一の
セットのための嗜好ベクトルを計算し、前記複数の表示面に前記嗜好ベクトルに基づいて
第二の構成でメディアアイテムの前記第一のセットを表示するように指示する実行モジュ
ールを有する。その結果、前記プロセッサは、メディアアイテムの前記第一のセットのう
ちの何れが前記複数の表面のうちの少なくとも一つに表示されるかを変更する。
【０００８】
　本発明の別の実施形態は、複数のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの第
一のセットの表示の配置を変更する装置に関する。先ほど説明した装置と同様に、この装
置は、複数のユーザ識別ポート及び複数の表示面を制御する複数の装置と通信する少なく
とも一つのプロセッサを有する。先と同様に、前記ポートと前記表示面は、物理的な空間
内に共に配置される。前記少なくとも一つのプロセッサは、第一のポートから第一のユー
ザ識別子を受信し、第二のポートから第二のユーザ識別子を受信し、前記第一のユーザ識
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別子と関連する第一のユーザプロファイル及び前記第二のユーザ識別子と関連する第二の
ユーザプロファイルをメモリから読み出し、前記第一のユーザプロファイルに基づき前記
メディアアイテムの第一のセットのための第一の嗜好ベクトルを計算し、前記第二のユー
ザプロファイルに基づき第二の嗜好ベクトルを計算する、実行モジュールを有する。前記
第一の嗜好ベクトルと前記第二の嗜好ベクトルに基づいて、前記実行モジュールは、前記
装置に、第一の構成から第二の構成へ前記メディアアイテムの第一のセットの前記表示を
変更するために前記複数の表示面を制御するように指示する。
【０００９】
　本発明についての先述の実施形態のどちらかの実施形態は、前記表示面、前記表面その
もの及び／又は前記複数のユーザ識別ポートに関連する複数の制御装置をさらに有する。
前記ユーザ識別ポートのそれぞれは、前記表面と同じように物理的な空間内に配置され、
少なくとも一つのユーザ識別子を検出することができる。
【００１０】
　本発明のさらに別の実施形態は、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて複数
の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する方法に関する。前記
方法は、前記ポートのうちの一つから第一のユーザ識別子を受信する段階と、メモリから
前記第一のユーザ識別子と関連する第一のユーザプロファイルを読み出す段階と、前記第
一のユーザプロファイルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットのための嗜好ベ
クトルを計算する段階とを有する。最終的に、前記方法は、前記複数の表面上の前記メデ
ィアアイテムの第一のセットの配置を、前記第一の嗜好ベクトルに基づいて第一の構成か
ら第二の構成へと変えるように指示する段階を伴う。その結果、前記方法は、前記メディ
アアイテムの第一のセットのうちの何れが前記複数の表面のうち少なくとも一つに表示さ
れるかを変更する。
【００１１】
　本発明のさらに別の実施形態は、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいてメデ
ィアアイテムのセットを配置する装置に関する。前記装置は、複数のユーザ識別ポート及
び複数のメディア出力装置と通信する少なくとも一つのプロセッサを有する。前記ポート
及び出力装置は、ある物理的な空間内に共に配置される。前記少なくとも一つのプロセッ
サは、前記ポートのうちの一つから第一のユーザ識別子を受信し、メモリから前記第一の
ユーザ識別子と関連する第一のユーザプロファイルを読み出し、前記第一のユーザプロフ
ァイルに基づいてメディアアイテムの前記第一のセットのための嗜好ベクトルを計算し、
前記複数の表示面に前記嗜好ベクトルに基づいて第二の構成でメディアアイテムの前記第
一のセットを表示するように指示する実行モジュールを有する。前記第一の嗜好ベクトル
に基づいて、前記少なくとも一つのプロセッサは、前記出力装置に、第二の構成で前記メ
ディアアイテムの第一のセットを生ずるように指示する。
【００１２】
　本発明についての先に述べた実施形態は、前記メディア出力装置及び／又は前記複数の
ユーザ識別ポートをさらに含むことができる。前記ユーザ識別ポートのそれぞれは、前記
メディア出力装置と同じように物理的な空間内に配置され、少なくとも一つのユーザ識別
子を検出することができる。メディア出力装置は、予め録画されたビデオ及び／又は生の
音声、生のメディアストリームかそれともリアルタイムに生成されるメディアコンテンツ
のような、メディアアイテムを作り出すことができるあらゆる装置を指す。例えば、メデ
ィア出力装置は、表示面のあらゆる種類であってもよい。さらに、メディア出力装置は、
スピーカのような、音声ファイル又は生の音声のストリームの少なくとも一部を再生でき
る音声出力装置であってもよい。
【００１３】
　当然のことながら、先に述べた概念、及び以下でより詳細に議論されるさらなる概念の
全ての組み合わせが、ここで開示される発明の主題の一部であると考えられる。特に、こ
の開示書の終わりに現われるクレームされた主題の全ての組み合わせは、ここで開示され
る発明の主題の一部であると考えられる。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて複
数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する装置を説明する図
。
【図２】本発明の一実施形態に係る、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて複
数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する方法を説明する図
。
【図３】本発明に係る装置による、複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表
示についての第一の配置を説明する図。
【図４】本発明に係る装置による、ユーザプロファイルに基づく、複数の表面上のメディ
アアイテムの第一のセットの表示についての第二の配置を説明する図。
【図５】本発明に係る装置による、複数のユーザプロファイルに基づく、複数の表面上の
メディアアイテムの第一のセットの表示についての第三の配置を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図面では、一般的に、同一参照符号は異なる図面においても同一部品を示す。図面は必
ずしも一定の縮尺ではなく、一般的に、一本発明の原理を説明することに重点が置かれて
いる。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態による、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づいて
複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する装置を示す。装
置１００は、実行モジュール１３６と通信装置１３３とを含むプロセッサ１３０を有する
。プロセッサは、ここで議論されるいくつかの機能を実行するように、ソフトウェア（例
えば、マイクロコード）を用いてプログラムされることのできる、一つ以上のマイクロプ
ロセッサを用いることができる。さらに、プロセッサは、いくつかの機能を実行するため
の専用のハードウェア、一つ以上のプログラムされたマイクロプロセッサ及び他の機能を
実行するための関連する電気回路の組み合わせとして実装されてもよい。本開示書のいく
つかの実施形態において用いることのできるプロセッサ部品の例は、従来のマイクロプロ
セッサ、ASIC（Application　Specific　Integrated　Circuits）及びFPGA（Field-Progr
ammable　Gate　Arrays）であるが、これに限定されない。プロセッサは、協調的に機能
する、少なくとも部分的に冗長な部品１３０－１、・・・、１３０－ｎのグループとして
実装されてもよい。
【００１７】
　いくつかの実装において、プロセッサ１３０は、メモリ１４０と関連付けられる。メモ
リは、例えば、RAM、PROM、EPROM、EEPROM、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパク
トディスク、光学ディスク、磁気テープ等の、揮発性及び不揮発性のコンピュータメモリ
のような一つ以上の記憶媒体であり得る。いくつかの実装において、記憶媒体は、一つ以
上のプロセッサ及び／又はコントローラの上で実行されるとき、ここで議論される機能の
少なくともいくつかを実行する一つ以上のプログラムを用いてエンコードされ得る。いく
つかの記憶媒体は、保管される一つ以上のプログラムが、ここで議論される本発明のいく
つかの実施形態を実装するためにプロセッサへとロードできるように、プロセッサ内で固
定され得るか、可搬であり得る。総称的な意味において、ここで用いられる「プログラム
」又は「コンピュータプログラム」の語は、一つ以上のプロセッサをプログラムするため
に用いることのできる、あらゆる種類のコンピュータコード（例えば、ソフトウェア又は
マイクロコード）を指す。
【００１８】
　メモリ１４０は、複数のユーザプロファイル１４４－１、１４４－２、・・・、１４４
－ｎを有する。ユーザプロファイル１４４のそれぞれは、ユーザ識別子と関連する。ユー
ザプロファイル１４４は、メモリ１４０内のデータベースの中に保管され得る。本発明に
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よるユーザプロファイルは、個人ユーザに関連する様々なタイプの個人のコンテンツを含
み得る。そのような個人のコンテンツは、例えば、ユーザの自宅の住所、国籍、年齢、性
別、母校、電子メール、メディアコンテンツ、職業、ユーザが属する団体、ユーザが訪れ
た場所及び／又はあらゆるメディア嗜好性若しくはメディア嗜好性のカテゴリを含み得る
。ユーザの開示されるメディア嗜好性は、例えば、そのユーザによって選択された、その
ユーザの個人のメディアアイテムの好き嫌いの度合いを示す評価を含み得る。ユーザの開
示されるメディア嗜好性のカテゴリは、例えば、そのユーザによって選択された、写真又
はビデオの種類又はテーマのような、そのユーザの個人のカテゴリのメディアアイテムの
好き嫌いの度合いを示す評価を含み得る。ユーザの開示されるメディア嗜好性は、例えば
、色、明度、パターン、一日の時間帯及び／又は目的を、追加で、あるいは代わりに含み
得る。メモリの中の異なるユーザプロファイルは、個人のコンテンツの異なる種類及び／
又は量を含んでもよい。メモリの中のあらゆるユーザプロファイルは、いくらかの特定の
メディアアイテム又はメディアアイテムのカテゴリに関する個人のコンテンツが欠けてい
てもよい。
【００１９】
　通信装置１３３により、プロセッサ１３０は、複数の表示面１１０－１、１１０－２、
・・・、１１０－ｎ及び複数のユーザ識別ポート１２０－１、１２０－２、・・・、１２
０－ｎと通信することができる。この実施形態において、表示面とは、様々な種類の視覚
的なメディア又は静的若しくは動的なスペクトル及び／若しくは強度の照明効果を表示す
ることのできる、あらゆる表面を指す。表示面は、例えば、ブラウン管、プラズマスクリ
ーン、液晶ディスプレイ、照明器具のアレー、又は一つ以上の照明器具に関連するレンズ
、フィルタ、若しくは拡散器であり得る。プロセッサは、制御装置（図示されない）を通
じて表示面１１０と通信することができる。この出願において、制御装置とは、メディア
アイテムの表示面上での表示を制御することが可能なあらゆる装置を指す。制御装置は、
例えば、プロセッサ上で実行される専用のドライバ、又はASIC（Application　Specific
　Integrated　Circuit）のような専用のハードウェアコントローラであり得る。
【００２０】
　追加で、あるいは代わりに、通信装置１３３により、プロセッサ１３０は、複数のユー
ザ識別ポート１２０－１、１２０－２、・・・、１２０－ｎと通信することができる。こ
の出願において、ユーザ識別ポートとは、例えば、携帯電話、SMS（Short　Message　Ser
vice）装置、PDA（Personal　Digital　Assistant）、Blackberry（登録商標）、iPhone
（登録商標）及びRFIDタグのような、個人用装置から、ユーザ識別子を確認することがで
きる、あらゆる装置を指す。ユーザ識別ポートは、また、カードリーダ又はユーザインタ
ーフェース上の一連の入力からユーザ識別子を確認することができる、あらゆる装置を指
す。ここで用いられる「ユーザインターフェース」の語は、本システムの一人以上のユー
ザとやりとりを可能とするインターフェースを指す。本開示書のいくつかの実装において
用いられ得るユーザインターフェースの例は、スイッチ、ポテンショメーター、ボタン、
ダイアル、スライダ、マウス、キーボード、キーパッド、様々な種類のゲーム用コントロ
ーラ（例えば、ジョイスティック）、トラックボール、ディスプレイスクリーン、様々な
種類のグラフィカルユーザインターフェース（GUI）、タッチスクリーン、マイク及び人
が生成したある種の刺激を受信し、それに応えて信号を生成する、他の種類のセンサを含
むが、これに限定されない。
【００２１】
　図２は、本発明の一実施形態に従って、少なくとも一つのユーザプロファイルに基づい
て複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置を変更する方法を表す。
図２の方法は、図１の装置のような、本発明による装置により実装されることができる。
図２の方法は、ユーザ識別子の受信によって始まる。図２のステップ２１０は、ユーザの
位置の指標を含むユーザ識別子を受信する段階を含む。いくつかの実施形態において、プ
ロセッサ１３０は、ユーザポート１２０－１のようなユーザ識別ポートから、通信装置１
３３を通じて、ユーザ識別子を受信する。そのような実施形態において、ユーザ識別子を
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送信するユーザ識別ポートは、それ自体がユーザの位置の指標として機能する。別の実施
形態において、ユーザ識別ポートは、追加のユーザ位置情報を、ユーザ識別子と共に、あ
るいはユーザ識別子とは別個に、プロセッサ１３０へ送信してもよい。
【００２２】
　図２のステップ２２０は、ユーザ識別子に関連するユーザプロファイルを読み出す段階
を含む。いくつかの実施形態において、プロセッサ１３０は、ユーザ識別子に関連するユ
ーザプロファイルを特定した後、メモリ１４０の中のデータベースからユーザプロファイ
ルを読み出す。図２のステップ２３０は、ユーザプロファイルに基づいて嗜好ベクトルを
計算する段階を含む。いくつかの実施形態において、プロセッサ１３０の中の実行モジュ
ール１３６は、ユーザプロファイルに基づいて嗜好ベクトルを計算する。図２のステップ
２４０は、表面による、複数のメディアアイテムの表示の構成を変更する段階を含む。い
くつかの実施形態において、プロセッサ１３０の中の実行モジュール１３６は、嗜好ベク
トルに基づいて、どの表面が第一のセットの中のどのメディアアイテムを表示するかを選
択する。そして、少なくとも一つの表面に関連する制御装置に、通信装置１３３を通じて
、その表面により表示されているメディアアイテムを変更するように指示することにより
、構成を変更する。
【００２３】
　図２で説明される方法は、本発明の一実施形態に従って、第二のユーザ識別子が受信さ
れたとき、複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の配置をさらに変更す
ることができる。同様に、図２で説明される方法は、本発明の一実施形態に従って、第三
のユーザ識別子が受信されたとき、複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表
示の配置をさらに変更することができる。さらに、図２で説明される方法は、新たなユー
ザ識別子が受信されるたびに、最大数のユーザ識別子が受信されるまで、メディアアイテ
ムの第一のセットの表示の配置を変更し続けることができる。最大数のユーザ識別子、す
なわち、装置１００と関係することのできるユーザの最大数は、一般的に、利用可能なユ
ーザ識別ポートの数により決定される。
【００２４】
　図２の方法は、さらに、時間と、特定のポートから受信した第一のユーザ識別子とを関
連付けることができる。したがって、図２の方法は、ユーザ識別子と関連するユーザプロ
ファイルに基づいて計算される嗜好ベクトルを、その受信の後の所定の期間、適用し続け
ることができる。第一のユーザ識別子の受信の後の所定の期間の後、いかなる他のユーザ
識別子も受信されていない場合には、装置はデフォルトの構成へと戻ることができる。装
置は、所定の期間の後、すぐにデフォルトの構成に戻ってもよい。あるいは、所定の期間
の終了から、徐々にデフォルトの構成に戻ってもよい。したがって、図２の方法は、第一
のユーザプロファイルに基づく嗜好ベクトルを連続して適用するために、第一のユーザ識
別子を繰り返し受信する必要があってもよい。あるいは、図２の方法は、第一のユーザ識
別子を送信したポートから第二のユーザ識別子が受信されるまで、第一のユーザ識別子に
基づく嗜好ベクトルを適用してもよい。さらに、図２の方法は、第一のユーザプロファイ
ルに関連する嗜好ベクトルの効果を徐々に小さくしてもよい。
【００２５】
　図３は、本発明による装置に従う、複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの
表示の第一の構成３００を示す。図３で説明されるように、例となる物理的な空間３５０
は、複数の表面１１０－１乃至１１０－１６と、複数のユーザ識別ポート１２０－１乃至
１２０－４とを含む。図３における表面とポートとの両方は、その空間内に分布する。そ
の空間の中の何れのポート１２０－１乃至１２０－４も、その空間で個人のユーザの存在
を示すユーザ識別子を検出しなかった。したがって、図３において、メディアアイテムＡ
乃至Ｐの第一のセットは、デフォルト設定により、第一の構成で、表面１１０－１乃至１
１０－１６に表示される。図３において説明されるように、それぞれの表面は、他と区別
できるメディアアイテムを表示する。メディアの第一のセットの中のメディアアイテムは
、それぞれ他と区別される必要はなく、様々な種類及びタイプの視聴覚メディアを含む。



(11) JP 5836268 B2 2015.12.24

10

20

30

40

50

例えば、本発明のいくつかの実装に適したメディアアイテムは、静的な画像、ビデオ及び
予め録音されたもの、生のストリーム又はリアルタイムに生成されるものを含む録音を含
む。適するメディアアイテムは、例えば、規則及び／又はユーザ入力の所定のセットに基
づく、ＬＥＤをベースにした照明ネットワークのような制御可能な照明システムにより生
成される静的又は動的な照明効果も含む。
【００２６】
　図４は、一つのユーザプロファイルに基づいて、本発明に従う装置により生成される複
数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の、例となる第二の構成４００を表
す。図４は、図３で説明されたのと同様の、例となる物理的な空間３５０を表す。したが
って、図４の中で説明される物理的な空間は、また、図３の中で説明されるような空間内
に分布する、複数の表面１１０－１乃至１１０－１６と、複数のユーザ識別ポート１２０
－１乃至１２０－４とを含む。図４で示されるように、ポート１２０－１は、空間でユー
ザＵ１の存在を示すユーザ識別子Ｕ１を検出したところである。本出願で用いられるよう
に、ユーザ識別子の語は、あらゆる名前、数字、コード又は特定のグループ及び／又は期
間の中のユーザを一意に識別できる一連の入力を指す。例えば、ユーザ識別子は、ホテル
の宿泊客によって使用される部屋の番号、RFIDタグにより放射されるコード、又は携帯電
話番号であり得る。
【００２７】
　図４は、本発明に従うプロセッサが、ポート１２０－１からユーザ識別子Ｕ１を受信し
た後の状況を表している。ユーザ識別子Ｕ１を受信した後、プロセッサは、ユーザ識別子
と関連する第一のユーザプロファイルを読み出し、その第一のユーザプロファイルに基づ
いてメディアアイテムのための嗜好ベクトルを計算する。例えば、図１の装置が図４の第
二の構成を生成するために用いられる場合、プロセッサ１３０は、メモリ１４０からユー
ザ識別子Ｕ１に関連するユーザプロファイル１４４－１を読み出し、ユーザプロファイル
１４４－１に基づいてメディアアイテムＡ乃至Ｐのための嗜好ベクトルを計算する。プロ
セッサ１３０は、次に、複数の表面１１０－１乃至１１０－１６に、その嗜好ベクトルに
基づいた第二の構成で、メディアアイテムＡ乃至Ｐの第一のセットを表示するように指示
する。したがって、図４において、メディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｇ及びＨを表示す
る表示面は、ユーザプロファイル１４４－１に基づいて計算された嗜好ベクトルに基づい
て、図３に比べて変更される。
【００２８】
　本発明の原理の説明を簡潔にするために、図３と図４は、複数の表面１１０－１乃至１
１０－１６のそれぞれは、メディアアイテムの第一のセットのあらゆるメディアアイテム
Ａ乃至Ｐを表示することができると仮定する。例えば、複数の表面１１０－１乃至１１０
－１６のそれぞれは、あらゆるデジタル画像Ａ乃至Ｐを表示することのできるデジタルス
クリーンであり得る。それにもかかわらず、表面１１０－１乃至１１０－１６が様々なタ
イプの表面を含み、それらの全てがメディアアイテムＡ乃至Ｐのそれぞれを表示できるわ
けではないことは、本発明の範囲内である。そのような実施形態において、本発明に従う
プロセッサは、嗜好ベクトルに基づいて、どの表面がどのメディアアイテムを表示するか
を決定する段階において、それぞれの表面の能力を計算に入れる。
【００２９】
　同様に、本発明の原理の説明を簡潔にするために、図３と図４は、ユーザ識別ポート１
２０－１乃至１２０－４のそれぞれ及び複数のユーザ識別ポートは、同一の手段により、
あらゆるユーザ識別子を検出することができると仮定する。そのような実施形態において
、複数の表面１１０－１乃至１１０－１６がホテルのロビー内に配置されるとき、複数の
ユーザ識別ポート１２０－１乃至１２０－４は、ユーザのホテルのカードキーによっての
みユーザ識別子を検出するよう選択され得る。それにもかかわらず、ポート１２０－１乃
至１２０－４が様々なタイプのポートを含み、そのいくつかが、ユーザ識別子を検出する
ために、他のものと異なり、かつ／あるいは他のものより優れた能力を有することは、本
発明の範囲内である。そのような実施形態において、例えば、ポート１２０－１、１２０
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－２及び１２０－３は、ユーザのホテルのカードキーから、それぞれユーザ識別子を検出
することができる。しかし、１２０－４は、ユーザインターフェース上の一連の入力によ
り、ユーザ識別子をさらに検出することができる。別の例となる実施形態において、ポー
ト１２０－１及び１２０－２は、RFIDタグからのみユーザ識別子をそれぞれ検出してもよ
く、ポート１２０－３及び１２０－４は、ユーザインターフェース上の一連の入力からの
み、ユーザ識別子を検出してもよい。
【００３０】
　メディアアイテムＥ及びＦは、図３と同様に、図４においてそれぞれ表面１１０－５及
び１１０－６により表示されたままである。表面１１０－５及び１１０－６により表示さ
れるメディアアイテムは同じままであり得る。なぜなら、ユーザプロファイル１４４－１
に基づく嗜好ベクトルが、その表面はそのプロファイルにより示される嗜好に一致するメ
ディアアイテムを既に表示していることを示すためである。あるいは、ユーザプロファイ
ル１４４－１に基づく嗜好ベクトルがそのプロファイルにより示される嗜好を含まないた
めに、表面１１０－５及び１１０－６により表示されるメディアアイテムが同じままであ
ってもよい。さらに、開発者がそれらの表面は不変のままであると規定したために、表面
１１０－５及び１１０－６により表示されるメディアアイテムが同じままであり得る。
【００３１】
　メディアアイテムＨは、図３において示されるように表面１１０－８ではなく、図４に
おいて表面１１０－７により表示される。なぜなら、ユーザプロファイル１４４－１に基
づく嗜好ベクトルは、ユーザＵ１が、表面１１０－７により以前に表示されていたメディ
アアイテムＧよりメディアアイテムＨを好むことを示しており、表面１１０－７は、表面
１１０－８よりポート１２０－１に近いためである。ユーザプロファイル１４４－１に基
づく嗜好ベクトルは、ユーザＵ１がメディアアイテムＧよりメディアアイテムＨを好むこ
とを示すことができ、あるいは、ユーザＵ１がメディアアイテムＧが関連するメディアア
イテムのカテゴリよりメディアアイテムＨが関連するメメディアアイテムのカテゴリを好
みことを示すことができる。ユーザプロファイル１４４－１の中の嗜好の指標は、例えば
、メディアアイテムＨ及び／又はメディアアイテムＧの評価であり得る。あるいは、ユー
ザプロファイル１４４－１の中の嗜好の指標は、例えば、メディアアイテムＨと類似する
ユーザのメディアコンテンツ又はメディアアイテムＧと類似しないユーザのメディアコン
テンツであってもよい。ユーザのメディアコンテンツが複数の風景写真を含んでいる場合
に、例えば、メディアアイテムＨが風景写真に分類されるときは、メディアアイテムＨに
対する嗜好性を示すことができる。別の例として、ユーザの電子メールが「France」の単
語を含む場合に、メディアアイテムＨがフランスの画像に分類されるときは、メディアア
イテムＨに対する嗜好性を示すことができる。アルゴリズムは、それぞれのメディアアイ
テムのための嗜好性のレベルを計算するために用いられ得る。
【００３２】
　同様に、メディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ及びＤは、図３において示されるようにそれぞれ
表面１１０－１、１１０－２、１１０－３及び１１０－４ではなく、図４において、表面
１１０－４、１１０－３、１１０－２及び１１０－１により表示される。なぜなら、ユー
ザプロファイル１４４－１は、ユーザＵ１が、メディアアイテムＣよりメディアアイテム
Ｄを好み、メディアアイテムＢよりメディアアイテムＣを好み、メディアアイテムＡより
メディアアイテムＢを好む指標を含むためである。図４において、メディアアイテムＡ、
Ｂ、Ｃ及びＤの中で最も嗜好の強いメディアアイテムＤは、ポート１２０－１に最も近い
表面１１０－１により表示される。メディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ及びＤの中で二番目に嗜
好の強いメディアアイテムＣは、ポート１２０―１に次に近い表面１１０－２により表示
される。そして、メディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ及びＤの中で三番目に嗜好の強いメディア
アイテムＢは、ポート１２０－１に次に近い表面１１０－１に表示される。
【００３３】
　メディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ及びＤの表示の構成を変更する段階において、いくつかの
異なるアプローチが本発明の範囲内でなされる。いくつかの実施形態において、最も嗜好
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の強いメディアアイテムＤを表示している表面が最初に変更される。例えば、表面１１０
－１は、メディアアイテムＤを表示するようすぐに指示され得る。あるいは、表面１１０
－３、１１０－２及び１１０－１は、メディアアイテムＤを表示するように連続して指示
されてもよい。いくつかの実施形態において、嗜好性の強い新たなメディアアイテムを表
示するように連続して指示される表面に関する経路は、関連のあるユーザプロファイルの
中の、関連のある嗜好の指標の強さの関数である。例えば、メディアアイテムＰに対する
ユーザＵ１の嗜好が強い場合に、表面１１０－１６とポート１２０－１との間の様々な経
路に沿った表面が、ユーザプロファイル１４４－１に基づく嗜好ベクトルにより最終的に
指定される表面に先立って、メディアアイテムＰを表示することができる。
【００３４】
　別の実施形態において、嗜好の強いメディアアイテムのそれぞれを表示する表面は、同
時に変更される。例えば、表面１１０－１及び１１０－２は、嗜好ベクトルに基づいて、
それぞれメディアアイテムＤ及びＣを表示するよう、共にすぐに指示される。いくつかの
実施形態において、新たなメディアアイテムを表示するよう指示される表面の速度は、関
連のあるユーザプロファイルの中の、関連のある嗜好の指標の強さの関数である。いくつ
かの実施形態において、表示の構成を変更するためのパラメータは、関連するユーザプロ
ファイルの一部である。
【００３５】
　図５は、二つのユーザプロファイルに基づいて、本発明に従う装置により生成される、
複数の表面上のメディアアイテムの第一のセットの表示の、例となる第三の構成５００を
表す。図５は、図３及び図４で説明されたものと同様の、例となる物理的な空間３５０を
表す。したがって、図５の中で説明される物理的な空間は、また、図３及び図４の中で説
明されるような空間内に分布する、複数の表面１１０－１乃至１１０－１６と、複数のユ
ーザ識別ポート１２０－１乃至１２０－４とを含む。図５で示されるように、ポート１２
０－１は、空間３５０内で第一のユーザＵ１の存在を示す第一のユーザ識別子Ｕ１を検出
し、ポート１２０－４は、空間３５０内で第二のユーザＵ２の存在を示す第二のユーザ識
別子Ｕ２を検出したところである。
【００３６】
　図５は、本発明に従うプロセッサが、ポート１２０－１から第一のユーザ識別子Ｕ１を
、ポート１２０－４から第二のユーザ識別子Ｕ２受信した後の状況を示している。第一の
ユーザ識別子Ｕ１と第二のユーザ識別子Ｕ２とを受信した後、プロセッサは、二つのユー
ザ識別子のそれぞれと関連するユーザプロファイルを読み出す。例えば、図１の装置が図
５の第三の構成を生成するために用いられる場合に、プロセッサ１３０は、メモリ１４０
から、ユーザ識別子Ｕ１に関連するユーザプロファイル１４４－１とユーザ識別子Ｕ２に
関連するユーザプロファイル１４４－２とを読み出し、ユーザプロファイル１４４－１と
１４４－２とに基づいてメディアアイテムＡ乃至Ｐのための嗜好ベクトルを計算する。プ
ロセッサ１３０は、次に、複数の表面１１０－１乃至１１０－１６に、その二つの嗜好ベ
クトルに基づいた第三の構成で、メディアアイテムＡ乃至Ｐの第一のセットを表示するよ
うに指示する。したがって、図５において、メディアアイテムＢ、Ｃ、Ｄ、Ｎ及びＫを表
示する表示面は、ユーザプロファイル１４４－１と１４４－２とに基づいて計算された嗜
好ベクトルに基づいて、図４に比べて変更される。
【００３７】
　メディアアイテムＮは、図４において示されるように表面１１０－１４ではなく、図５
において表面１１０－１１により表示される。なぜなら、ユーザプロファイル１４４－２
は、表面１１０－１４より近くの表面１１０－１１に存在し、表面１１０－１１により以
前表示されていたメディアアイテムＫよりもメディアアイテムＮを好む、ポート１２０－
４のユーザＵ２の指標を含むためである。ユーザプロファイル１４４－２の指標は、ユー
ザＵ２がメディアアイテムＮ若しくはメディアアイテムＮが関連するメディアアイテムの
カテゴリを好むことを示すことができ、又は、ユーザＵ２がメディアアイテムＫ若しくは
メディアアイテムＫが関連するメディアアイテムのカテゴリを好まないことを示すことが
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できる。
【００３８】
　同様に、メディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ及びＤは、図４において示されるように、それぞ
れ表面１１０－４、１１０－３、１１０－２及び１１０－１ではなく、図５において、表
面１１０－４、１１０－２、１１０－１及び１１０－３により表示される。なぜなら、ユ
ーザプロファイル１４４－２は、ユーザＵ２が、メディアアイテムＣ及びＢよりメディア
アイテムＤを好む指標を含むためである。図５でメディアアイテムＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを表
示する表面は、第二の嗜好ベクトルにより単独で指示されなくてもよい。第一の嗜好ベク
トルは、どのメディアアイテムがどの表面に表示されるかを決定するためにも用いられる
。例えば、ユーザプロファイル１４４－２は、ユーザＵ２が、メディアアイテムＡよりメ
ディアアイテムＤを好むという指標も含み、さらに、メディアアイテムＣ及びＢよりメデ
ィアアイテムＤを好むという指標を含んでもよい。図５において示されたように、ユーザ
Ｕ１及びＵ２はともにメディアアイテムＤを好むため、嗜好ベクトルは、メディアアイテ
ムＤが、ポート１２０－１と１２０－４との間の表面により表示されるべきであることを
示した。図５において、プロセッサ１３０は、メディアアイテムＤを表示するために、ポ
ート１２０－１と１２０－４との間の表面として表面１１０－３を特に選択したところで
ある。
【００３９】
　同様に、メディアアイテムＢ、Ｃ及びＤの表示の構成の変更における、異なるアプロー
チが本発明の範囲内である。いくつかの実施形態において、メディアアイテムＤを表示す
る表面は最初に変更される。例えば、表面１１０－３は、メディアアイテムＤを表示する
よう、すぐに指示されることができる。あるいは、表面１１０－２及び１１０－３は、メ
ディアアイテムＤを表示するよう、それぞれ連続して指示されてもよい。いくつかの実施
形態において、好ましいメディアアイテムのそれぞれを表示する表面は、同時に変更され
る。例えば、表面１１０－１及び１１０－２は、共に、嗜好ベクトルに基づいて、メディ
アアイテムＣ及びＤを表示するよう、すぐに指示され得る。いくつかの実施形態において
、新たなメディアアイテムを表示するよう指示される表面の速度は、先と同様に、関連の
あるユーザプロファイルの中の、関連のある嗜好の指標の強さの関数である。
【００４０】
　図３、４及び５の中の一つ以上の表面１１０－１乃至１１０－１６は、本発明の一実施
形態に従うメディア出力装置をより広く表すことができる。同様に、本発明の一実施形態
に従う方法及び装置は、メディア出力装置又はステップを実行するプロセッサに、直接又
はデバイスドライバを通じて、様々な種類のメディアを生成するように指示する段階を、
より広く含むことができる。図３、４及び５の中の一つ以上の表面１１０－１乃至１１０
－１６がメディア出力装置を表す本発明の実施形態において、少なくとも一つのメディア
出力装置はスピーカであってもよく、メディアアイテムＡ乃至Ｐの少なくとも一つは、予
め記録された音声ファイル又は生の音声ストリームであってもよい。そのような実施形態
において、ユーザプロファイル１４４は、一つ以上の種類の音声ファイルの音量の嗜好、
音楽のスタイル又は音のバランスの嗜好又は言葉によるコミュニケーション含む音声ファ
イルの内容の嗜好を含んでもよい。そのような実施形態における、メディアアイテムの第
一のセットの構成の変更が、音声ファイルを生成するメディア出力装置の変更を含む限り
、元の構成は、音声ファイルを生成できる、少なくとも二つのメディア出力装置を含まな
ければならない。
【００４１】
　いくつかの発明の実施形態がここで説明され図示されたが、当業者であれば、機能を実
行し、かつ／若しくは結果を取得するための様々な他の手段及び／若しくは構造、並びに
／又はここで説明される利点の一つ以上の寄せ集めを容易に想起するだろう。そして、そ
のような多様性及び／又は改良のそれぞれは、ここで説明される発明の実施形態の範囲内
であるとみなされる。より一般的に、当業者であれば、ここで説明される全てのパラメー
タ及び構成が例示的なものであることを理解するだろう。そして、当業者であれば、実際
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のパラメータ及び／又は構成は、発明の教示が用いられる特定のアプリケーションに依存
するであろうことを理解するだろう。当業者は、単なる日常の試験を用いて、ここで説明
される特定の発明の実施形態に対する多くの均等物を理解し、解明することができるだろ
う。したがって、先に述べた実施形態は例示的な目的のために存在し、添付されるクレー
ム及びその均等物の範囲内で、発明の実施形態は、明確に説明されてクレームされるもの
とは異なる方法で実施され得る。本開示書の発明の実施形態は、ここで説明される、それ
ぞれ個々の特徴、システム、品物、素材、キット及び／又は方法に向けられる。さらに、
そのような特徴、システム、素材、キット及び／又は方法の二つ以上のあらゆる組み合わ
せは、そのような特徴、システム、素材、キット及び／又は方法が相互に矛盾しない場合
には、本開示書の発明の範囲内に含まれる。
【００４２】
　ここで定義され用いられる全ての定義は、辞書の定義、参照することにより組み込まれ
る文書での定義及び／又は定義される語の一般的な意味を管理すると理解されるべきであ
る。
【００４３】
　本明細書及びクレームで用いられる不定冠詞「一つの／ある（ａ）」及び「一つの／あ
る（ａｎ）」は、明確に示されない限り、「少なくとも一つの」を意味するよう理解され
るべきである。
【００４４】
　本明細書及びクレームで用いられる「及び／又は」の語は、そのように結合される要素
、すなわち、一部の例では結合的に存在する要素及び他の例では分離して存在する要素の
「いずれか又は両方」を意味するよう理解されるべきである。「及び／又は」でリストさ
れる複数の要素、すなわち、そのように結合される「一つ以上の」要素は、同じように解
釈されるべきである。他の要素は、「及び／又は」の節によって明確に特定された要素以
外に、それらの明確に特定された要素に関連するか関連しないかに関わらず、任意に存在
し得る。したがって、限定されない例として、「Ａ及び／又はＢ」の語は、「有する（co
mprising）」のようなオープンエンドのフレーズとともに用いられる場合、一つの実施形
態においてはＡのみ（Ｂ以外の要素を任意で含む）；別の実施形態においてはＢのみ（Ａ
以外の要素を任意で含む）；さらに別の実施形態においてはＡとＢの両方（他の要素を任
意で含む）を意味する。
【００４５】
　ここでクレームされる、一つ以上のステップ（段階）又は動作を含むあらゆる方法にお
ける、その方法の段階又は動作の順序は、明確に示されない限り、列挙される順序に限定
される必要はない。
【００４６】
　クレーム及び上記の明細書において、「含む（comprising）」「含む（including）」
「有する（carrying）」「有する（having）」「含む（containing）」「含む（involvin
g）」「保持する（holding）」「構成する（composed　of）」のような全ての移行句及び
同類のものは、オープンエンド、すなわち、含むことを意味するが限定しないものと理解
されるべきである。「からなる（consisting　of）」及び「からなる（consisting　esse
ntially　of）」の移行句のみが、United　States　Patent　Office　Manual　of　Paten
t　Examining　Procedures,　Section　2111.03でそれぞれ説明されるように、クローズ
ドエンド又はセミクローズドエンドのフレーズであるべきである。
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